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全国ネット・グリーンコープ・生活クラブ	 被災者支援共同事業体	 

東日本大震災ボランティアプログラム	 
	 

2011 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災の地震・津波では多くの方が被災され、現在で

も大きな傷跡を残しています。震災から 3ヶ月が経過し、都市部では復旧が進みましたが、

未だ津波で被災したエリアは復興に向けた作業が多く残っています。被災者支援共同事業体

では、現地の人々に出逢い、共に過ごし寄り添いながら、汚泥の処理や必要物資の供給など

現地団体と連携して行っている支援活動にお手伝い頂くボランティアを募集しています。	 

	 

	 

■	 プログラムの内容	 

［募集期間］随時募集（できるだけ長期で参加出来る方）	 

［集合場所］仙台郡山事務所（宮城県仙台市太白区郡山 5-6-2）	 

［活動場所］仙台市・石巻市・女川町・気仙沼市・南三陸町・岩手県内沿岸部ほか	 

［宿泊場所］	 基本的に仙台市内宿泊場所を利用（※沿岸部近郊エリアにて宿泊の場合もあり）	 

[活動内容]	 物資運送・泥かき・被災物の搬出・清掃・被災者との会話（傾聴）・漁業作業	 

	 	 	 	 	 	 支援物資の仕分け作業	 など	 

	 

■	 参加条件	 

原則として以下の条件に合致することが参加の条件です。	 

 連続して１週間以上の活動参加が可能な方	 
 被災者の立場にたつことができる方	 
 被災地支援のための様々な作業に従事頂ける方	 
 寝袋や防寒着・装備等を持参し滞在中の自己管理が出来る方	 
 シャワー、トイレなどの不自由な状況を理解頂ける方	 
 現地への交通手段を各自で手配できる方	 
 できれば自動車を運転できる方（免許不所持でも参加可能）	 
 参加者が未成年の場合は、保護者の同意が得られる方	 
 ボランティア保険に入っている方	 
（天災 Bプラン 720 円を推奨。各地の社会福祉協議会にて申込可能）	 

	 

■	 参加に係る経費について	 

［各自負担金］	 

（１） 滞在期間中の食費	 
・食糧は現地での入手が可能です。	 

・宿泊先や活動場所での水・お湯の使用は基本的には可能です	 

（２） 現地集合場所までの往復交通費	 
	 ［当プログラムの負担金］	 

（３） 現地での支援活動に伴う移動交通費	 ※	 
（４） 現地での宿泊経費	 ※	 

※	 但し、活動後の申請額に応じて支給させて頂くため一時的に各自で全額を負担	 

	 	 して頂くことになりますので宿泊費のご準備も併せて宜しくお願いいたします。	 
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■	 持ち物	 

	 基本的に下記の持ち物をご持参下さい。（備品がありますので要事前相談）	 

 滞在日数分の衣類（動きやすい服装）	 
 タオル・ティッシュ類	 
 長靴または作業靴（踏み抜き防止の安全タイプを推奨）	 
 雨カッパ（汚れ防止、雨天時作業用）	 
 保険証のコピー	 
	 

※	 その他各備品類は現地事務所にて用意可能です。事前の打ち合わせや質問等は電話または	 

	 	 メールにてお問い合わせください	 

	 

■	 申込み方法	 

必要事項をご記入の上、被災者支援共同事業体ボランティア受付まで	 

メール【hnetsendai@gmail.com】または、お電話によりお申込みください。	 

	 

① 参加可能日程（○月○日【○○時着】~○月○日【○○時まで】）	 
② 氏名（ふりがな）	 
③ 年齢	 
④ 性別	 
⑤ 電話番号（携帯）	 
⑥ 緊急連絡先（自宅・親族等）	 
⑦ E-mail（PC）	 
⑧ E-mail（携帯）	 
⑨ 現住所	 
⑩ 所属・学校等	 
⑪ 資格・特技・趣味等（活動先開拓の参考の為）	 
⑫ 自動車運転の可否	 
⑬ 仙台までの交通手段（バス・新幹線・飛行機・車・他）	 

	 

※	 なお現地の受け入れ状況により、日程を相談させて頂く場合があります。	 

	 

■	 問合わせ及び参加申込み先	 
	 
【ボランティア受付窓口】	 

全国ネット・グリーンコープ・生活クラブ	 東日本大震災被災者支援共同事業体	 

現地対策本部	 コーディネーター：おがさわら	 

E-Mail：hnetsendai@gmail.com	 TEL：090-6166-4866	 Skype：hnet-sendai	 

	 

【被災者支援現地対策本部】	 

東日本大震災被災者支援共同事業体	 現地対策本部	 仙台郡山事務所倉庫	 

〒982-0003	 宮城県仙台市太白区郡山 5-6-2	 《JR 長町・太子堂駅より徒歩またはバス》	 

TEL：070-5533-0971（事務局長：はいじま）
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■プログラムスケジュール例（滞在日数や到着時間によりコーディネートします）	 

	 

初	 日	 （基本は土曜日スタート）	 

	 

	 	 午	 前	 	 仙台現地集合	 

	 １２：００	 昼食	 /	 受入れ説明・オリエンテーション	 

	 	 午	 後	 	 郡山倉庫にて顔合わせ後、仕分け等の軽作業	 

	 １８：００	 振り返りミーティング・滞在先に関する説明	 

	 

	 

２日目~	 （日曜日~金曜日）	 

	 

	 	 ９：００	 宿舎出発	 

	 	 午	 前	 	 現地作業	 

	 １２：００	 昼休憩	 

	 １３：００	 現地作業	 

	 １７：００	 作業終了	 

	 	 	 	 	 	 	 片づけ	 

	 	 	 	 	 	 	 宿泊場所へ（※作業先にて宿泊の場合もあり）	 

	 	 帰着後	 	 	 1 日の活動報告・振り返りミーティング	 

	 	 	 	 	 	 	 その後自由時間、各自夕食	 

	 

	 

最終日	 （基本は土曜日終了）	 

	 	 午	 前	 	 宿泊場所等清掃	 

	 	 午	 後	 	 現地解散後出発（各自にて交通手段の確保をお願いします）	 

	 

※活動終了後には、所定の書式での活動レポートを提出して頂きます。継続的な活動の	 

	 展開の為に、重要な引き継ぎ記録となりますのでご協力お願いいたします。	 

	 

	 

［ボランティア活動をする上でのお願い］	 

	 ・食事と休憩はきちんと取ってください。	 

	 ・一見すると廃棄物に見えても、被災者にとっては大切な思い出がある場合があります。	 

	 	 取扱いには十分配慮しましょう。	 

	 ・被災者は様々な苦難を抱えていることが多く、軽はずみな言葉が相手を傷つけてしまう	 

場合もあります。言葉選びに気を付け、現地に失礼のない対応をお願いします。	 

	 ・２次災害等への対応のため、参加頂く方にはボランティア保険への加入をお願いして	 

	 	 います。お近くの社会福祉協議会にてお申し込み下さい。（天災 Bプランを推奨）	 

	 	 

[その他のお願い]	 

・喫煙は指定の場所でお願いします。	 

・都市部以外のエリアでは夜間の外出はご遠慮ください。（停電、二次災害等の対策として）	 

	 	 ・各自使ったものの掃除・片付けをお願いします。	 

	 


